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市民参加における市民ファシリテーターの役割と効
果 : 静岡県牧之原市を事例として
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Abstract
　This	 is	 a	 case	 study	 on	 the	 role	 and	 effect	
of	 citizen	 facilitator	on	citizen’s	participation	 in	
Makinohara	 City	 of	 Shizuoka	 Prefecture.	We	
did	a	questionnaire	 survey	 for	participants	 in	a	
workshop	and	investigated	hearing	in	Makinohara	
City.	The	 findings	 are	 followings:	 1)	Resident’s	
argument	 becomes	 active,	 and	 the	 voice	 is	
directly	connected	with	a	policy.	2)	Administrative	
mechanism	 and	 a	 system	 are	 improved	 by	
resident’s	 voice,	 and	 it’s	 possible	 to	 become	
efficient.	 3)	Administrative	burdens	 reduce	by	
resident	activity’s	being	activated.	4)	Participation	
consciousness	 to	 resident’s	 community	building	
is	uplifted	by	citizen	 facilitator’s	entering.	5)	 It’s	
necessary	 to	make	 the	 organization	which	 can	
advance	community	building	and	a	system	with	
a	resident.	6)	There	 is	a	problem	as	participation	
in	 the	 young	 generation	 and	 succession	 of	
community	 building	 activity.	 7)	 It’s	 necessary	
to	make	 person’s	 network	 and	 to	 reinforce	 a	
community,	etc.
Keyword: Citizen’s participation, Citizen 
  facilitator, Consensus building, 
  Kyoudou, Makinohara City
はじめに
　近年、地域まちづくりにおいて市民と行政あるいは民
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　従来の “ 地域まちづくり ” は行政主導で行われ、市民
もそれを当たり前と受け止めてきた。本来、地域を一番





ず、市民がお互いに “ 対話の場 ” を確立することが困難
な情況にある。そこで近年、この “ 対話の場 ” を形成す
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図－ 1　牧之原市における市民参加と協働のあゆみ（出典：牧之原市）
写真－ 1　市民討論会（2007 年） 写真－2　津波防災計画（2012年） 写真－3　坂部地区
　　　　　まちづくり計画（2012年）
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　2008 年 1 月 12 日～ 13 日には、プラーヌンクスツェ










“ 男女協働サロン ” については 2008 年、学校編・市議会
議員編・保育園編等の分野別サロンや 5地区での地区別




ロンが計 162 回実施され参加人数は 5,818 人となった。
この “ 男女協働サロン ” の特徴としてあげられるのが、
男女の参加の割合を同じくし、年齢構成を幅広くするこ
とを基本としていることである。
　地域のことを市民が話す “ 対話の場 ” には幅広い年齢
層の意見が必要であり、そのまとめ役として市民ファシ
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　地域における“対話の場”は、市民がつくりあげる“新













及びアンケート調査を 2014 年 9 月から 11 月にかけて
行ったが、牧之原市については 10 月 15 日に実施してい
る。
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注
1）	 釘山健一氏はファシリテーターを「『結論を出す会議』でなく『合意を図りながら結論を出す会議』の進行役」と位置づけ、牧之




3）	 2011 年（平成 23 年）施行。前文に協働のまちづくりを掲げている。
4）	 選出については、行政から市内約 60 の各団体に推薦してもらう形をとった。市内に勤務する者もメンバーになる可能性はあるが、
結果として実際にはすべて市民によって構成されている。当初 11 名で現 37 名。この選出は無作為抽出に近く、まちづくりに興味
がない人、マニフェストを全く知らない人等が選ばれた。年齢も 20 代から 60 代まで、男女も半々であり、牧之原市の “男女協働
サロン ”の原型となっている。
5）	 プラーヌンクスツェレ（Planungszelle）は、ペーター・C・ディーネル、ドイツ・ウバタール大学名誉教授により 1970 年代に考
案された市民参加の手法。市民検討会。プラーヌンクスツェレの特徴としては、①話し合いへの参加者を無作為抽出で選ぶ　②参
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